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１

令和７年度（2025年度）の推進方向

 令和７年度（2025年度）については、
・災害への備えを強化することやヒグマとの共存など「地域の発展と安全な暮らしの確保」の視点
・半導体の複合拠点実現や食と観光の魅力発信など「産業の活性化に向けたポテンシャルの発揮」の視点
・こどもまんなか社会の実現や多様な働き手の就業促進など「北海道の未来を拓く人づくり」の視点

という三つの視点を踏まえ重点戦略プロジェクトを推進。

重点戦略プロジェクト

基本的な考え方

北海道の人口減少対策にあたり、

５年間（2025年～2029年）の

推進期間に政策資源を集中投入し、

重点的に展開する施策群

長期的に人口減少が見込まれる本道において、施策の効果的な展開を通じて対策の着実な推進を図るため、

政策間の十分な連携はもとより、課題の緊急性なども勘案しつつ、人口減少のスピードの と、

人口減少社会への の両面から、取組を重点的に推進していく必要。

＜めざす姿＞「一人ひとりが豊かで安心して住み続けられる地域を創る」

・自然減・社会減対策の両面から粘り強く取り組む、人口減少のスピードの「緩和」
・現在より少ない人口においても活力ある社会を構築する、人口減少社会への「適応」

ま ち

１
誰もが安心して暮らせる
まちづくりプロジェクト

一人ひとりの希望がかない
安心して暮らし続けられる北海道の実現

デジタル 「デジタルの好循環」により
くらし・経済が発展する北海道の実現

未来技術を育て、活かし、広める
デジタル化推進プロジェクト４

ひ と

ひとを育み、受け入れ、未来につなぐ
ひとづくりプロジェクト

本道が将来にわたり発展するための
「ひとづくり」や「多様な人材の確保」

２

しごと

３
可能性を高め、成長する
しごとづくりプロジェクト

人口減少下においても力強く
経済成長を実現し、発展する北海道の実現

緩和

適応



安心のまち・暮らし「住まいる北海道」プロジェクト
誰もが安心して暮らせるまちづくりプロジェクト

第３期北海道創生総合戦略
重点戦略プロジェクト

◆地域を支える交通ネットワーク構築
• 持続的な鉄道網の確立に向けた利用促進
• 2024年問題に対応するため、小型機を活用した航空貨物輸送の実証事業の実施
• 公共輸送機関の輸送コストの上昇抑制や輸送力の確保のため、運輸事業者を支援

◆医療提供体制の確保
• 災害・感染症医療業務従事者を派遣する医療機関を支援
• 搬送困難な救急患者を必ず受け入れる体制を整備する医療機関を支援

◆巨大地震や津波等への対策
• 防災教育教材の充実や市町村職員等を対象とした防災研修、地域の防災リーダーの育成
• 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震への対策として、
津波避難タワー等の施設を整備する市町村に対して、その費用の一部を支援

これまでの主な取組
◆子ども応援社会の実現
• 妊娠期から子育て期までの
伴走型相談支援・
経済的支援の一体的実施

• コンサルタント派遣による巡回支援、
キャリアアドバイザーの配置等による
保育士、保育所支援

①

◆多様な方々の活躍促進
• 女性、高齢者、障がい者といった
潜在的労働力を掘り起こしと、
中小企業とのマッチングによる
新規就業を促進

地域の暮らしを支える日常生活機能の維持・確保若者や女性をはじめ、誰もが働きやすく、活躍できる環境づくり

令和７年度（2025年度）の推進方向

２

◆結婚を希望する方や結婚に伴う新生活への支援
• 結婚サポートセンターの開設による結婚を希望する方々への相談対応
• 大学生等への、自己の将来を考える意識醸成を目的とした出前講座

年度の児童福祉法改正に対応するた

◆人口動態を踏まえた医療提供体制の整備

◆介護人材の確保・定着と高齢者や障がいのある方々を支える仕組みづくり

◆地域の実情に応じた交通ネットワークの維持・確保

◆防災体制の構築と防災教育の推進
• 女性等を対象とした講座や市町村職員等を対象とした防災研修、
北海道地域防災マスター認定研修の実施

• 災害対応能力向上・関係機関等との連携強化に向けた
防災総合訓練や振興局における地域の実情に応じた実動訓練の実施◆子どもの安全・安心の確保と

子育てなどを地域で支え合う仕組みづくり
• 市町村等では解決困難ないじめ問題等に対して
「緊急支援チーム」を派遣

• ひとり親家庭の親に対する、就労支援サービスの提供や専門的な相談
• 子どもの放課後における多様な居場所の確保のため、
市町村が実施する事業に対し支援

◆働き手の状況に応じた就業支援や職場環境の整備
• 求職者に対するきめ細かなカウンセリングや職業体験などの就職支援、
企業への個別相談などによる人材確保・職場定着の支援

• 若年者、中高年、女性など多様な働き手に対し、就業体験や
人手不足産業とのマッチングにより、良質で安定的な就業を促進

• 潜在的労働力の掘り起こしと、企業の簡易業務の切り出しによるマッチング

◆人口動態を踏まえた医療提供体制の整備
• 子育て中の医師等が働きやすい
職場環境づくりに取り組む
医療機関への支援

•地域の医療機関における
深刻な医師不足の状況を踏まえ、
緊急臨時的な医師派遣体制を整備

◆地域の実情に応じた交通ネットワークの維持・確保
• 自動車運送業の特定技能制度の運用開始を踏まえ、
交通事業者などにおける受入に向けた調査やセミナー等を実施

• 地域の移動手段を確保するため、複数市町村が連携した
ライドシェア導入モデル等の検討・構築といった取組を実施

緩和 適応

緩和

緩和

適応

適応

一人ひとりの希望がかない安心して暮らし続けられる北海道の実現

防災研修



安心のまち・暮らし「住まいる北海道」プロジェクト
ひとを育み、受入れ、未来につなぐひとづくりプロジェクト

第３期北海道創生総合戦略
重点戦略プロジェクト

これまでの主な取組

②

◆地学協働の推進、ふるさと教育の充実
• 地域と学校がともに学ぶ取組を通じて、社会の創り手と
なる人材を育成するとともに地学協働体制を構築

• アイヌの人たちの歴史・文化や、北方領土をはじめ
各地域の歴史等を学ぶふるさと教育を推進

◆本道への移住受入体制と情報発信の強化
• 首都圏における移住総合相談窓口
（どさんこ交流テラス）を運営

• 移住支援金の給付等による東京圏からのUIJターンの促進

◆地域を支える多様な人材
• 外国人材の受入・定着を促進するため、北海道での
就労や生活の魅力を発信するとともに育成就労制度の
創設を見据えた取組等実施

◆関係人口の創出・拡大
• バーチャル空間での交流イベントの開催や
首都圏でのリアルの交流会を開催

◆ほっかいどう応援団会議の参加者のさらなる拡大
• 応援セミナーでのトップセールスのほか、企業訪問などにより
参加企業の拡大を図るとともに、具体の応援に繋がる
事業の提案、マッチングを実施

◆観光・運輸・建設産業等における人材の確保・育成
• 観光、運輸、建設など、人手不足が深刻な分野において、
関係団体と連携し、担い手を確保・育成

誰もが安心して働ける環境づくり、
移住・定住の促進・外国人材の受入拡大と共生等

ニーズに応じた産業人材の育成、
将来の北海道づくりを担う若い世代等の育成

令和７年度（2025年度）の推進方向

３

◆スポーツを通じた健康で豊かな生活の形成と魅力ある人づくり・地域づくり
• 北海道スポーツ推進条例に基づく各種施策を実施し、
スポーツに関わる多様な主体の「する・みる・ささえる」といった多様な行動を促進

◆若者の海外留学への支援及び安定的な支援体制の構築
• 「ほっかいどう未来チャレンジ基金」を活用し、
北海道に貢献する意欲のある若者の海外留学を支援

◆農林水産業や建設産業、ものづくり産業等における人材の育成・確保
• 農林水産業における人材の確保・定着や雇用環境の整備、
閑散期の異なる他産業・他地域との連携

• 建設業団体等が行う担い手の確保・育成の取組に対する支援、
高校生を対象とした意見交換会やセミナーの実施

• 道内IT産業の理解促進に向けた合同説明会や現場見学会、大学等との情報交換会の実施

緩和

緩和

◆官民連携による移住・定住の取組推進
• 冬期における移住体験の動画作成や、オンラインイベント・交流会の開催など、
北海道への移住を促進するプロモーションを実施

◆外国人材の受入れ
• 道内の外国人受入体制等の発信、インド・ベトナムでの
合同就職説明会や留学生と企業とのマッチングなどを実施

• 中小・小規模企業も含む道内企業における外国人採用・定着のため、
企業向け採用・定着セミナー、外国人材の企業見学会、合同企業面談会を実施

緩和

◆都市と農村の交流の促進（関係人口の創出・拡大）
• 農村地域において、教育旅行の受入体制強化のための業務の効率化、省力化に
向けた支援や、受入未実施地域に対する普及啓発を実施

• 本道の食や農業の魅力を四季を通じて切れ目なく効果的に発信

緩和

本道が将来にわたり発展するための「ひとづくり」や「多様な人材の確保」

◆自然・歴史や文化の発信による地域の魅力向上
• アイヌの歴史・文化を「見る」、「聞く」、「触れる」、「学ぶ」ことができる機会や場の提供により、理解を促進
• 北海道における縄文世界遺産の拠点形成に向けた取組と、国内外への価値の発信強化

緩和

緩和緩和

外国人材合同就職説明会



安心のまち・暮らし「住まいる北海道」プロジェクト
可能性を高め、成長するしごとづくりプロジェクト

第３期北海道創生総合戦略
重点戦略プロジェクト

これまでの主な取組

③

◆道産食品のブランド力強化、販路・消費拡大
• 中国による輸入停止措置の影響を踏まえ、特定国や地域に偏らない市場の開拓
• 「どさんこプラザ」のさらなる機能強化に向けた検証

◆生産性向上に向けたスマート農林水産業の推進
• 先端技術の普及や人材育成などによるスマート農林水産業を推進

◆食料自給率の向上
• 小麦や大豆などの輸入依存穀物の国産化の推進
• 農業の生産力・競争力や農村地域の強靱化を図るため、農業農村基盤整備を推進

◆観光における高付加価値化の推進
• アドベンチャートラベルの専門知識を有するガイドの育成をはじめ、
欧米向けのプロモーションの強化、新たなツアーコースの造成支援

• ワインツーリズムなど観光の高付加価値化をはじめ、
クルーズ船など多様なニーズに対応する取組を推進

◆CO2吸収源対策の推進
• 道民ひとり１本植樹・育樹運動など地域における取組を展開

◆ゼロカーボン北海道の推進
• 「GX金融・資産運用特区」の決定を推進力とした、
GX関連産業の集積の促進

• 水素サプライチェーンの構築や
洋上風力発電サプライチェーンの構築支援

• 省エネ住宅の取得･改修等への支援

生産性の向上など足腰の強い地域経済の構築国際情勢にも対応した潜在力を活かした産業振興

令和７年度（2025年度）の推進方向

４

◆

ゼロカーボン等の取組が進まない事業者にアドバイザー派遣を行うとともに、ゼロカーボン北

◆

◆

◆道産食品の国内外への販路拡大
• インバウンドを対象に、羽田空港等で
道内各地の食と観光の魅力を発信

• 道内事業者へのマーケティング支援の充実に向けた、
国内アンテナショップ（どさんこプラザ）の機能を強化

• 「全国菓子大博覧会」で実施される
販路拡大や魅力発信の取組に対する支援等

◆北海道の魅力や強みを活かした海外展開
• 道内企業がリスクに柔軟に適応しながら
自立的に海外展開ができるよう、人材を育成

• 道産品の輸出拡大に向けて札幌市と連携し、
現地展示会等への出展を実施

◆安定的な水産業経営の育成
• コンブの新たな増殖手法や資源管理手法の検証、
乾燥省力化システムの実用化に向けた検討

◆森林資源の循環利用の推進
• 造林機械導入時の作業効率等の調査分析と効果の普及
• 道産木材を活用したモデル的な施設の整備費や
住宅等の建設費への支援

• 道有林で創出した森林由来クレジットを販売し、
販売収入を活用した森林整備を促進

◆エネルギーの効率的な活用とGX産業の創造
• 地域が主体となって行う新エネルギーの導入の設計や設備導入等の取組を支援

人口減少下においても力強く経済成長を実現し、発展する北海道の実現

◆需要に応じた安全・安心な食料の安定供給と
これを支える持続可能な農業の推進

• 輸入依存度の高い麦・大豆における作付の団地化やブロックローテーションの推進、
営農技術の導入、機械導入等による生産性向上を支援

適応

適応

適応

適応

適応

適応

適応

造林作業（地拵え）の様子
海外バイヤー招へい商談会の様子

◆量×質の追求
• 地域におけるオーバーツーリズム対策など
持続可能な観光地づくりに向けた取組への支援

• さらなる需要の獲得ならびに観光消費額の向上を図るため
長期滞在が見込まれ、観光消費額単価の高い欧米豪からの誘客を促進



安心のまち・暮らし「住まいる北海道」プロジェクト未来技術を育て、活かし、広めるデジタル化推進プロジェクト第３期北海道創生総合戦略
重点戦略プロジェクト

これまでの主な取組

④

◆スタートアップの創出と集積の促進
• スタートアップ・エコシステムの拡大・強化のため、
伴走支援による起業家の育成やビジネス環境の国内外へのPR

◆デジタル技術を活用した起業支援
• デジタル技術を活用し地域課題の解決に取り組む
起業者に対し、起業に要する費用の一部を補助、
事業立ち上げ等に関する伴走支援

◆ヘルスケア産業のデジタル技術活用支援
• ヘルスケア産業におけるデジタル技術等を
活用した製品の開発や参入に向けた研修会、
アドバイザー派遣等

デジタル関連産業の一大拠点の形成・産業やくらしにおけるデジタルの実装化

令和７年度（2025年度）の推進方向

５

◆ICT技術の活用などによる野生鳥獣対策
• 自動撮影カメラやドローン、
GIS等を活用したヒグマの出没対策に係る
効果検証やゾーニング管理の導入等への支援

◆ラピダス社の次世代半導体製造拠点整備に向けた支援や
関連産業の集積促進に向けた取組

• 次世代半導体製造拠点の整備に向けた支援や、
半導体の製造・研究・人材育成等が一体となった複合拠点の実現に向けた取組を実施

• 半導体の複合拠点の実現のため、
札幌市や千歳市・北大・千歳科技大と連携して研究・人材育成等を実施

◆データセンターやデジタル関連企業の誘致・集積
• 冷涼な気候や豊富な再エネを活用した省エネ・ゼロカーボンの
データセンターとデジタル関連産業の全道展開を推進

◆道内自治体のデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進
• 未来技術を有する事業者と市町村等をマッチングし、
未来技術を活用した地域課題の解決を支援

• 自治体情報システム等の標準化・共通化を進めるため、
市町村の情報システム担当職員が参加する情報交換の場を構築し、
市町村職員同士や道が確保する外部デジタル人材による助言等により支援

◆学校教育の一層の充実
• ICT支援員によるコンサルティングを行い、
児童生徒の情報活用能力の育成を図るとともに、
教職員の働き方改革を推進

◆中小・小規模企業の持続的発展
• エネルギー価格高止まり等の影響を受けている
中小・小規模企業の生産性向上等を図るため、
デジタル技術の導入を支援

• 中小・小規模企業の生産性向上を図るため、
省エネ・省力化に資する人材の育成を支援

◆介護人材の確保・定着と高齢者や
障がいのある方々を支える仕組みづくり

• 介護事業所における介護ロボット導入経費等を支援

「デジタルの好循環」によりくらし・経済が発展する北海道の実現

緩和

◆生産性向上に向けたスマート農林水産業の推進
• 先端技術の普及や人材育成などによるスマート農林水産業を推進
• 実証成果や活用事例の情報共有、
地域の専門人材の育成、先端技術の導入を支援

◆ドローン等の社会実装の促進
• ドローンや空飛ぶクルマの社会実装の促進、
自治体間の連携の強化を目的として、
国と共催で「ドローンサミット」を開催

• 防災分野におけるドローン利活用を促進するため、
導入手法の検討や
実証を実施

◆宇宙ビジネスの創出と産業化の促進
• 宇宙関連ビジネスの更なる加速化の観点から、
推進体制の整備や人材確保への支援

適応

適応

適応

適応

適応

適応

ドローンで撮影されたヒグマ


